
別紙１ 

 

仕   様   書 

 

次の事業は、この仕様書に基づき実施するものとする。 

なお、この仕様書は、事業の仕様を定めるものであるが、賃貸人（以下「乙」と

いう。）は、下関市（以下「甲」という。）が必要と認めた軽微な作業については、

記載の有無にかかわらず、賃借料の範囲内において実施することとする。 

 

１．事 業 名  

下関市立豊田中央病院ＬＥＤ照明賃貸借 

 

２．実施場所  

下関市立豊田中央病院 

 

３．事業内容 

本事業は、公共施設の省エネルギー化の推進のため、既存の照明機器（既存

ＬＥＤ照明は含まない。）をＬＥＤ照明機器に交換し、賃貸借の契約を行う  

ものである。 

 

４．契約期間  

契約締結日から令和１３年２月２８日まで 

 

５．賃貸借期間  

令和８年３月１日から令和１３年２月２８日まで（５年間） 

なお、契約締結日から賃貸借期間開始日までの間は、設置等の準備期間とす 

る。賃貸借期間開始までに、設置、調整、試験を済ませること。 

 

６．ＬＥＤ照明機器の仕様等 

   更新するＬＥＤ照明機器の仕様は以下のとおりとし、既存照明機器の種類・

規格・数量は、別紙２「既存照明機器数量表」のとおりとする。 

 （１）照明機器 

  ア 構造等 

 ①ＬＥＤ照明機器は日本工業規格 JIS8159-1 を準拠し、日本照明工業会ガイ

ド（高品質照明用ＬＥＤ光源における性能要求指針）の推薦を基準とする

こと。 

   ②更新するＬＥＤ照明機器については未使用のものとし、管球毎の更新を 

原則とする。管球毎の交換に関しては、安全の観点から既設の安定器を 



交換し新たな電源を設置する電源別置型の管球交換又は電源内蔵型の管

球交換とする。電源内蔵型の場合は既設の安定器を取り外すものとする。

ただし、一部特殊な形状の既設器具が設置されている箇所の更新に限り 

器具交換を認める。 

   ③一般社団法人日本照明工業会に加盟する国内メーカーであり、かつ、公共

施設や病院施設（60 床以上）への導入実績がある照明メーカーである  

こと。 

   ④ＬＥＤの光源により、不快感（グレア、フリッカー等）を与えないもので

あること。サージ電圧に対する保護回路を有しているか、対策が施されて

いること。 

 

  イ 性能等 

 ①直管タイプの照明に関しては照射角度を 180°以上、電力削減の観点から

消費電力は１本あたり既設の照明に対して 71％以上の削減効果を持つ 

ものとする。 

   ②定格寿命は、40,000 時間以上のものとする（初期照度より 70％まで減衰

で寿命とする）。 

   ③作動保証温度範囲は、5℃から 35℃を満たす範囲とすること。 

 

  ウ その他 

 ①ＬＥＤ照明機器のＬＥＤ素子その他に関する特許侵害について、現在係争

中の製品でないこと。 

   ②電源別置タイプの場合は、電気用品安全法における PSE マークを取得して

いること。 
   ③電源内蔵タイプの照明に関しては CISPR11 又は CISPR15 を取得している 

こと。 
   ④実施場所内で照明機器の配線等の不具合が報告された箇所については、甲

と協議の上、対応を図ること。 
   ⑤取付台数及び取付箇所について現状と変更する場合は、事前に甲の承認を

得ること。 
   ⑥照明機器については事前に仕様書を甲へ提出し、甲の承認を得たうえで  

発注及び設置を行うこと。 
 

７．交換設置作業 

（１）交換設置作業については、下関市立豊田中央病院の診療に支障のない  

日時で行うこと。 

（２）交換設置作業日時等は、事前に甲と協議を行い、作業工程表を提出する  

こと。 



（３）取り外した照明器具については、乙の負担で撤去・処分すること。なお  

産業廃棄物については関係法令を遵守し適切に処理すること。 

（４）交換設置作業に際し、既設建物・物品等に損傷を与えた場合は、甲へ報告

の上、乙の負担で復旧・修理すること。 

（５）高所作業等による交換設置作業に伴う安全管理については、事前に甲と 

打ち合わせを行い、乙の負担で安全確保に必要な措置を講じること。 

 

（６）交換設置作業中は粉塵等の飛散には十分な注意を払い、必要に応じて養生

を行うこと。 

（７）交換設置作業前後に当該照明回路の絶縁測定を実施し、作業による絶縁 

不良がないことを確認すること。絶縁不良があった場合には甲へ報告 

すること。 

（８）照明機器等の設置については、安全を十分に確認し、危険である場合は  

速やかに甲へ報告すること。 

（９）設置作業完了後、下記書類を提出すること。 

・完成図 

・作業写真（取付前・取付中・取付後） 

・納品書 

・産業廃棄物管理票の写し 

・その他甲が指示するもの 

（１０）設置作業の（１）から（９）に記載のない事項については、「公共建築    

工事標準仕様書（電気設備工事編）」最新版の第２編電力設備工事に記載

されている内容により補完する。 

 

８．保守点検 

（１）契約期間満了時まで、性能維持の保証を行うこと。 

（２）賃貸借期間中、通常の使用条件において、ＬＥＤ照明に点滅、不点灯の  

不具合が生じた場合は、乙の負担でＬＥＤ照明を正常に点灯させるために

必要な措置を講ずること。ただし、故障の原因が甲の取扱不注意・天災・

不可抗力・事故その他乙の責めに帰すべからざる理由によるものである 

ときは、別途乙から甲へ実費請求をすることができるものとする。 

（３）乙はＬＥＤ照明器具について、賃貸借期間を保険対象とする動産保険契

約を付保するものとする。 

 

９．法令順守 

（１）乙は、事業の遂行にあたっては関係法規を順守し、常に適切な管理を  

行うこと。 

 



１０．支払い 

（１）賃借料は月払いとし、乙は賃借料総額（消費税及び地方消費税相当額を

含む）の６０分の１の額（１円未満の端数が生じた場合は、最初の支払

月で調整する。）を毎月甲に請求するものとする。 

（２）甲は、前項の定めにより乙の提出する適法な支払い請求書を受理した 

ときは、その日から起算して３０日以内に乙へ支払うものとする。 

 

１１．その他 

（１）本事業において導入する照明機器について、契約期間終了後は甲に無償

譲渡すること。 

（２）償却資産税は非課税とする。 

（３）しものせきエコマネジメントプランに基づく環境に関する特記事項は、

別紙３「特記仕様書（環境編簡易）」のとおりとする。 

（４）業務のうち、下関市暴力団排除条例による措置については、別紙４「下 

関市暴力団排除条例による措置に係る特記事項」のとおりとする。 

（５）この仕様書に定めのない事項が発生した場合は、甲乙協議のうえ定める

ものとする。 

 

 



（１階） 既存照明器具 数量 （１階） 既存照明器具 数量

院長室 FPL36W×3 3 FLR40W×2 3

応接室 FPL36W×3 3
FLR40W×1
※4灯の内、1灯はLED済

3

湯沸室 FLR18W×1 1 FLR40W×1（非常灯） 1

看護部長室 FPL36W×3 2 FLR20W×1 1

会議室 FPL36W×3 9 FLR40W×2 1

栄養管理科事務室 FPL36W×3 3 FLR40W×2（非常灯） 2

FLR40W×2 1 FLR40W×2 1

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR20W×2 1 FLR40W×2 1

FLR15W×1 1 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×1 3 FLR40W×2 1

FLR20W×1 1 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR20W×2 1 FLR40W×2 1

FLR15W×1 1
FLR40W×2（非常灯）
※2灯の内、1灯はLED済

1

FLR40W×1 3 FLR40W×2 7

FLR20W×1 1
FLR40W×2（非常灯）
※連結

2

清掃器材室 FLR40W×1 1 FLR20W×1 1

玄関１前 FDL32W×1 6 FLR40W×2 1

玄関１風除室 FDL32W×1 6 FLR20W×2 1

受付待合ホール FPL55W×4 10 FLR40W×2 1

FLR40W×1 2 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×1（非常灯）
※連結

1 FLR40W×2 1

FLR40W×2 2 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR15W×1 1 院内表示（４箇所） FLR18W×1 4

身障者トイレ

発熱外来処置室

整形外科診察室

処置室

女子トイレ

№１

売店

患者相談室

内科処置室

内科中待合

内科診察室１

内科診察室２

内科処置室

地域連携室

処置室

別紙２　既存照明器具等数量表

防災センター

男子トイレ



（１階） 既存照明器具 数量 （１階） 既存照明器具 数量

FLR40W×2 1 FLR40W×2 10

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2（非常灯） 2

FLR40W×2 1 FLR40W×2 1

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×2 1 倉庫 FLR40W×1 2

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2 3

FLR40W×2 3
FLR40W×2（非常灯）
※連結

1

FLR40W×2（非常灯） 2 FLR40W×2 1

FLR40W×1 1 FLR40W×2（非常灯） 1

外来待合ホール
FPL55W×4
※7灯の内、1灯はLED済

6 医療安全管理室 FLR40W×2（非常灯） 1

ＣＴ室
※非常灯の有無不明

FLR40W×2（調光式） 6 FLR40W×2 2

一般撮影室
※非常灯の有無不明

FLR40W×2（調光式） 4 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×2
※内1灯は調光式

9 更衣室（旧脳波室） FDL32W×1 4

FLR40W×2（非常灯） 1
FLR40W×2（非常灯）
※1灯の内、1灯はLED済

0

FLR20W×1 1 FDL32W×1 4

FLR40W×2 1 FLR40W×2 1

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2（非常灯） 1

暗室 FLR20W×2 1 FDL32W×1 3

フィルム室 FLR20W×2 1 内視鏡室
FLR40W×2
※内2灯は調光式

5

FLR40W×2（調光式） 6 FLR40W×2 3

FLR40W×1（調光式） 2 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×2 1 廊下１
FPL36W×3
※18灯の内、4灯はLED済

14

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR20W×2 3

化粧室 FLR40W×1 2 FLR20W×2（非常灯） 5

読影室操作室

洗浄室

検査待合室

腹部エコー室

救急処置室

廊下２

控室

Ｘ線ＴＶ室
※非常灯の有無不明

前室

更衣室

中央検査室

更衣室

控室

脳神経外科診察室

処置室

外科診察室

外科等中待合

№２



（１階） 既存照明器具 数量 （１階） 既存照明器具 数量

FLR20W×2 1 薬品庫
FLR40W×2（非常灯）
※3連結

1

FLR20W×2（非常灯） 2 FLR40W×2 5

FLR40W×2 3 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×2（非常灯）
※1灯の内、1灯はLED済

0
FLR40W×2（非常灯）
※3連結

1

検収室 FLR40W×2（非常灯） 1 投薬 FLR40W×1 3

食品庫 FLR40W×1 1 FLR40W×1 2

FLR40W×2 11 FLR32W×1 1

FLR40W×2（非常灯） 2 受付 FLR40W×1 3

FLR40W×2 1 FLR40W×2 2

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2（非常灯） 1

医局男子トイレ FLR20W×2 1 FLR40W×2 12

医局女子トイレ FLR20W×2 1 FLR40W×2（非常灯） 2

消毒室 FLR20W×2（非常灯） 1 FLR40W×3 2

洗濯室 FLR20W×1 1 FLR20W×1 1

リネン室 FLR40W×1 2 FLR15W×1 1

FLR40W×2 1 診療管理室 FPL36W×3 4

FLR40W×2（非常灯） 1 一般倉庫 FLR40W×2 1

業務員室 FLR40W×1 2 印刷物品庫 FLR40W×2 1

FLR40W×1 1 診療材料室 FLR40W×2 2

FLR40W×1（非常灯） 1 FLR40W×1 4

FLR40W×2 3 FLR20W×1 3

FLR40W×2（非常灯） 1 消火用ポンプ室 FLR40W×1（非常灯） 1

FLR15W×1 1 空調機械室 FLR40W×2 6

薬品庫 FLR40W×2 5 マニフォールド室 FLR40W×1 2

会計

医事室

事務室

ＤＩ室

院内表示（4箇所）

霊安室

製剤室

食器消毒庫

厨房

№３

事務室・更衣休憩室

薬局

前室



【１階集計表】 FPL55W×4 16

FPL36W×3 38

FLR40W×3 2

FLR40W×2（調光式） 19

FLR40W×2 114

FLR40W×2（非常灯） 40

FLR40W×1（調光式） 2

FLR40W×1 37

FLR40W×1（非常灯） 4

FLR32W×1 1

FLR20W×2 11

FLR20W×2（非常灯） 8

FLR20W×1 10

FLR20W×1（非常灯）

FLR18W×1 5

FLR15W×1 5

FLR10W×1

FDL32W 23

FDL27W

FDL13W



（眼科診療棟） 既存照明器具 数量 （眼科診療棟） 既存照明器具 数量

眼科診療棟渡り廊下 FHF32W×1 2 説明室 FHF32W×2 2

玄関 FDL32W×1 4 コンタクト FHF32W×2 2

待合ホール
FPL36W×3
※6灯の内、3灯はLED済

3 診察室１ FHF32W×2 2

受付
FHF32W×2
※2灯の内、1灯はLED済

1 処置室 FHF32W×2 2

廊下１
FPL36W×3
※5灯の内、1灯はLED済

4 診察室２ FHF32W×2 2

視力検査室 FHF32W×2 6 診察室３ FHF32W×2 2

暗室 FHF32W×2 6 レーザー室 FHF32W×2 2

特殊検査室 FHF32W×2 4 FHF16W×2 1

FHF32W×2 2 FHF32W×1 5

FLR15W×1 1 職員トイレ FDL32W×1 1

FHF32W×2 1 男子トイレ FDL32W×1 3

FLR15W×1 1 女子トイレ FDL32W×1 1

控室２

控室１

廊下２

№４



【眼科診療棟集計表】 FPL55W×4 FHF16W×2 1

FPL36W×3 7 FHF32W×1 7

FLR40W×3 FHF32W×2 34

FLR40W×2（調光式）

FLR40W×2

FLR40W×2（非常灯）

FLR40W×1（調光式）

FLR40W×1

FLR40W×1（非常灯）

FLR32W×1

FLR20W×2

FLR20W×2（非常灯）

FLR20W×1

FLR20W×1（非常灯）

FLR18W×1

FLR15W×1 2

FLR10W×1

FDL32W×1 9

FDL27W

FDL13W



（２階） 既存照明器具 数量 （２階） 既存照明器具 数量

病棟診察室 FLR40W×2 4 一般浴室 FLR40W×2 1

FPL36W×3 2 FLR20W×2 4

FDL27W 2 FLR20W×2（非常灯） 4

FLR10W×1 1 一般235号 FLR40W×2 1

FLR40W×2 1 一般233号 FLR40W×2 1

FDL27W 1 一般232号 FLR40W×2 1

FDL13W 1 一般231号 FLR40W×2 1

FLR40W×2 1 FLR40W×2 1

FDL27W 1 FLR15W×1 1

FDL13W 1 リネン庫 FLR40W×1 1

FLR40W×2 1 器材室１ FLR40W×1 2

FDL27W 1 FLR20W×2 2

FDL13W 1 FLR20W×2（非常灯） 3

FLR40W×2 1 FLR40W×2 11

FDL27W 1
FLR40W×2（非常灯）
※連結

2

FDL13W 1 特B227号 FLR40W×2 1

FLR40W×2 1 特B226号 FLR40W×2 1

FDL27W 2 特B225号 FLR40W×2 1

FDL13W 1 特B223号 FLR40W×2 1

FLR40W×2 1 特B222号 FLR40W×2 1

FDL27W 2 FLR20W×2 1

FDL13W 1 FLR20W×2（非常灯） 2

FLR20W×2 1 地ケア221号 FLR40W×2 1

FDL27W 1 地ケア220号 FLR40W×2 2

特B前廊下

一般浴室

№５

眼科病棟前廊下

一般特A230号

一般病棟前廊下

眼科特A247号

眼科246号

眼科245号

眼科243号

ナースステーション
　　　　２

眼科241号

眼科240号

眼科242号



（２階） 既存照明器具 数量 （２階） 既存照明器具 数量

地ケア218号 FLR40W×2 2 地ケア211号 FLR40W×2 1

地ケア217号 FLR40W×2 2 一般210号 FLR40W×2 1

地ケア216号 FLR40W×2 2 一般208号 FLR40W×2 1

器材室２ FLR40W×1 2 一般207号 FLR40W×2 1

洗髪室 FLR20W×2 1 一般206号 FLR40W×2 1

FLR20W×2 1 一般205号 FLR40W×2 1

FLR15W×1 1 一般203号 FLR40W×2 1

FLR40W×2 2 一般202号 FLR40W×2 2

FLR40W×1 2 一般201号 FLR40W×2 1

FLR15W×1 1 FLR40W×1 2

FLR40W×2 2 FLR20W×1 1

FLR40W×1 1 FLR40W×1 1

汚物処理室 FLR40W×1 1 FLR20W×1 1

FLR40W×2 1 FLR40W×2 2

FLR40W×1 3 FDL27W 1

FLR20W×2 3 特別浴室 FLR40W×2 4

FLR20W×2（非常灯）
※4灯の内、1灯はLED済

3 洗面所 FLR40W×1 1

倉庫 FLR40W×2 1 FLR40W×2 1

FLR40W×1 1 FLR40W×2（非常灯） 1

FDL27W 2 一般237号 FLR40W×2 2

FLR40W×1 1 一般236号 FLR40W×2 2

FDL27W 1 FLR20W×2 6

地ケア213号 FLR40W×2 2 FLR20W×2（非常灯） 8

地ケア212号 FLR40W×2 2
一般病棟ナース
ステーション前

FPL36W×3 6

№６

洗面・湯沸・洗濯

女子トイレ

女子トイレ

身障者トイレ

一般病棟前廊下２

脱衣室

地ケア前廊下

男子トイレ

洗面手洗

配膳室

身障者トイレ

男子トイレ



（２階） 既存照明器具 数量 （２階） 既存照明器具 数量

FLR40W×2
※9灯の内、1灯はLED済

8 記録室 FLR40W×2 1

FLR40W×2（非常灯） 3 FLR40W×2 2

FLR40W×2 1 FLR20W×1 2

FLR40W×2（非常灯） 1 手術機械室 FLR40W×2 3

FLR40W×2 1 準備ホール FLR40W×2 3

FLR40W×2（非常灯） 1 手術材料室 FLR40W×2 1

FLR40W×2 2 FLR40W×2 5

FLR40W×1 2 FLR40W×2（非常灯） 1

前室 FLR40W×2 1 FLR40W×2 5

看護師更衣室２ FLR40W×1 2 FLR40W×2（非常灯） 3

FLR40W×2 2 前室２ FLR20W×2（非常灯） 1

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×3 14

看護師仮眠室 FPL36W×3 1 FCL30EDX　28W 4

医師当直室 FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×3 10

FLR40W×2 1 FCL30EDX　28W 4

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×2（非常灯） 1

FLR40W×2 1 FLR40W×1 3

FLR40W×2（非常灯） 1 （階段） 既存照明器具 数量

FLR40W×2 1 階段 FLR20W×2（非常灯） 6

FLR40W×2（非常灯） 1 階段 FLR20W×1（非常灯） 2

FPL36W×3 3 （３階） 既存照明器具 数量

FLR40W×2（非常灯） 1 FLR40W×1 1

廊下１ FLR20W×2（非常灯） 2 FLR40W×1（非常灯） 1

前室１ FLR40W×2 4

エレベータ室

回復室

中央材料室

カンファレンス
説明室

手術待合

手洗

既消毒

手術空調機械室

医師更衣室

№７

一般病棟
ナースステーション

処置室

サーバー室

看護師休憩室

看護師更衣室１

手術室-１

手術室-２



【２階集計表】 FPL55W×4 【階段・３階集計表】 FPL55W×4

FPL36W×3 12 FPL36W×3

FLR40W×3 24 FLR40W×3

FLR40W×2（調光式） FLR40W×2（調光式）

FLR40W×2 118 FLR40W×2

FLR40W×2（非常灯） 19 FLR40W×2（非常灯）

FLR40W×1（調光式） FLR40W×1（調光式）

FLR40W×1 25 FLR40W×1 1

FLR40W×1（非常灯） FLR40W×1（非常灯） 1

FLR32W×1 FLR32W×1

FLR20W×2 19 FLR20W×2

FLR20W×2（非常灯） 23 FLR20W×2（非常灯） 6

FLR20W×1 4 FLR20W×1

FLR20W×1（非常灯） FLR20W×1（非常灯） 2

FLR18W×1 FLR18W×1

FLR15W×1 3 FLR15W×1

FLR10W×1 1 FLR10W×1

FDL32W×1 FDL32W×1

FDL27W 15 FDL27W

FDL13W 6 FDL13W

FCL30EDX　28W 4



【集計表】

既存照明器具 １階 眼科診療棟 ２階 階段・３階 合　計

FPL55W×4 16 16

FPL36W×3 42 7 12 61

FLR40W×3 2 24 26

FLR40W×2（調光式） 19 19

FLR40W×2 114 114 228

FLR40W×2（非常灯） 40 19 59

FLR40W×1（調光式） 2 2

FLR40W×1 37 25 1 63

FLR40W×1（非常灯） 4 1 5

FLR32W×1 1 1

FLR20W×2 11 19 30

FLR20W×2（非常灯） 8 23 6 37

FLR20W×1 10 4 14

FLR20W×1（非常灯） 2 2

FLR18W×1 5 5

FLR15W×1 5 2 3 10

FLR10W×1 1 1

FDL32W 23 9 32

FDL27W 15 15

FDL13W 6 6

FHF16W×2 1 1

FHF32W×1 7 7

FHF32W×2 34 34

FCL30EDX　28W 4 4



 

別紙３ 

 

特記仕様書（環境編簡易） 

 

 甲は、「しものせきエコマネジメントプラン」に基づいた環境マネジメントシ

ステムを構築し、「下関市環境方針」に基づき、甲の組織が行う事業活動におけ

る環境配慮及び環境保全に関する行動を適切に実行することとしている。この

取り組みには受注者の協力が不可欠であり、業務関係者の業務の管理や業務の

実施などに当たり、乙は、「しものせきエコマネジメントプラン」の趣旨を理解

し、次の項目について実施すること。 

 

１ 環境関連法令について 

乙は、業務の実施に際しては、環境関連法令を遵守し、常に適切な管理を

行うこと。 

 

２ 事故発生時の対応 

乙は、業務の実施中に事故が発生した場合は、必要な処置を講ずるととも

に甲へ報告し、その指示に従うこと。なお、詳細な報告は、文書で後日行う

こと。 

 

３ 苦情発生時の対応 

乙は、業務に関する苦情を受け付けたときは、応急的な措置が必要な場合

は応急処置を講ずるとともに発注者へ報告し、その指示に従うこと。なお、

詳細な報告は、文書で後日行うこと。 

 

４ 配慮事項 

乙は、業務の実施に際しては、次の各号に配慮すること。 

（１）使用する車両から排出するガス及び騒音振動を低減するようできる限

りエコドライブを励行すること。 

（２）業務の報告書の作成に当たっては、可能な限り再生紙等を利用するこ



 

と。 

（３）業務の報告書の作成に当たっては、可能な限り両面印刷に努めること｡ 

（４）環境ラベリング制度（エコマーク・グリーンマーク）の対象となって

いる製品を可能な限り積極的に使用すること。 

（５）使用する物品は、可能な限り再生品を使用すること｡ 

（６）リサイクル（分別）可能な製品を積極的に使用すること｡ 

（７）公共交通機関の利用及び効率的に車を使用すること｡ 

（８）業務の実施箇所周辺の環境に与える負荷の抑制及び周辺地区の環境美

化に努めること｡ 

 



別紙４ 

下関市暴力団排除条例による措置に係る特記事項 

（総則） 

第１条 甲と乙は、下関市暴力団排除条例第３条に規定する基本理念に基づき、

同条例第６条の規定による措置として、この特記事項を設ける。 

（暴力団排除に係る契約の解除） 

第２条 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、乙に対しなんらの

催告を要せず、この契約を解除することができる。 

(1) 役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはそ

の役員又はその支店若しくはこの契約を締結する事務所の代表者をいう。

以下同じ。）が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成

３年法律第７７号。以下「暴力団対策法」という。）第２条第６号に規定

する暴力団員（以下「暴力団員」という。）であると認められるとき。 

(2) 暴力団（暴力団対策法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同

じ。）又は暴力団員が、経営に実質的に関与していると認められるとき。 

(3) 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三

者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどした

と認められるとき。 

(4) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、若しくは便宜

を供与するなど直接的若しくは積極的に暴力団の維持及び運営に協力し、

又は関与していると認められるとき。 

(5) 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有して

いると認められるとき。 

(6) 下請契約又は資材、原材料等の購入契約の締結に当たり、その相手方が

前各号のいずれかに該当することを知りながら、当該者と契約を締結した

と認められるとき。 

(7) 乙が、第１号から第５号までのいずれかに該当する者を下請契約又は資

材、原材料等の購入契約の相手方としていた場合（第６号に該当する場合

を除く。）に、甲が乙に対して当該契約の解除を求め、乙がこれに従わな

かったとき。 



２ 前項の規定により契約を解除した場合の契約保証金の帰属及び損害賠償

については、この特記事項が付加される契約の規定による。 

（関係機関への照会等） 

第３条 甲は、暴力団を排除する目的のため、必要と認めるときは、乙に対し

て、役員等についての名簿その他の必要な情報の提供を求め、その情報を管

轄の警察署に提供して、乙が前条第１項各号に該当するか否かについて、照

会できるものとする。 

２ 乙は、前項の規定により、甲が当該警察署に照会を行うことについて、承

諾するものとする。 

（契約の履行の妨害又は不当要求の際の措置）  

第４条 乙は、自ら又はこの契約の下請若しくは受託をさせた者（この条にお

いて「下請事業者等」という。）が、暴力団又は暴力団員から、この契約の

適正な履行の妨害又はこの契約に係る不当要求を受けたときは、き然として

拒否し、その旨を速やかに甲に報告するとともに、管轄の警察署に届け出な

ければならない。 

２ 甲、乙及び下請事業者等は、前項の場合において、管轄の警察署と協力し

て、この契約の履行の妨害又はこの契約に係る不当要求を排除する対策を講

じるものとする。 


